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富士山における落石現象の運動解析による岩塊崩落地点の推定

 

A trajectory analysis of a rockfall on a steep slope at Mt. Fuji to

determine the possible source area of the falling rock
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　落石現象は地球のみならず火星、月でも普遍的に観察されている、最も活発に生じる斜面における土砂移動

現象のひとつである。急峻な斜面の一部が落下し斜面を移動するこの現象は、山岳地帯で高頻度でみられる

が、火星や月ではクレーターの内壁や谷地形の斜面などで確認されることが多い (Bickel et al., 2020; Senthil

Kumar et al., 2019)。地球では土壌の凍結融解に関連して生じることが多いが、一方で火星や月では天体外か

らの衝突体による振動で引き起こされると考えられている (Bickel et al., 2020; Brown & Roberts, 2019)。ほ

ぼ瞬間的に生じる高速な斜面現象のため、直接観測されることは少ないが、斜面に新たに生じた擦痕や岩石破

砕物の分布などで容易に認識することができる。 

　私たちは2019年9月に富士山北東斜面で生じた落石現象に着目している。この事象に関連した死傷者は無

く、軽微な建築物損傷が確認された程度であるが、落石と表面土砂の擦痕とみられる痕跡が点々と続いており

（ボルダートラック）、これが火星や月の斜面でよくみられるものと大きさや形態の意味で類似している点が

興味深い。私たちは、このボルダートラックの大きさや分布、その形成時のボルダーの移動について、太子舘

の井上義景氏の協力のもと、写真や証言、ドローンや衛星による高解像度画像、数値地形地図を用いた数値モ

デリングを用いて検討した。その結果、2m以上の大きさの岩塊が、標高3600m付近から落下し、標高

3250-3400m付近に11-14個の擦痕を約30m程度の間隔で残したと考えている。その後、他の大きな岩塊に約

50m/s以上の速度で衝突し、およそ300mほど跳躍したとすると、観察事実が説明できることがわかった。こ

の際、高速で落下する岩塊の場合、その初期位置が岩塊移動ルートの最も重要な要素であることがわ

かった。これは落石事象において、その岩塊の崩落地や移動速度を求める上でボルダートラックの解析が有効

であることを示唆している。 
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